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B
I
M
(ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・

一
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ

一
リ
ン
グ
)
で
は
、
モ
デ
ル
デ
l

一
夕
の
受
け
渡
し
に
「
I
F
C」

一
と
い
う
標
準
デ
l
タ
形
式
が
使

一
わ
れ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係

者
が
同
じ
フ
ァ
イ
ル
形
式
を
使

え
ば
、
モ
デ
ル
を
統
合
し
た
際

に
生
じ
る
デ
l
タ
上
の
不
具
合

は
未
然
に
防
げ
る
。
現
場
で
は

複
数
の
異
な
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

属性情報を見極める
を
使
う
ケ
l
ス
が
多
い
た
め
、

I
F
C形
式
と
い
う
統
一
ル
ー

ル
に
よ
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
連

携
を
図
る
ご
と
が
狙
い
だ
。

し
か
し
、
設
計
・
施
工
段
階

か
ら
維
持
管
理
段
階
へ
の
デ
ー

タ
受
け
渡
し
に
つ
い
て
は
属
性

情
報
の
内
容
が
違
う
た
め
、

I

F
C形
式
を
使
っ
た
と
し
て
も

適
切
な
デ
i
タ
の
抽
出
が
難
し

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

開
発
さ
れ
た
デ
ー
タ
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
が
「
C
O
B
-
-
e
(
コ
ピ

l
)
」
で
あ
る
。

開
発
に
携
わ
っ
た
米
国
陸
軍

工
兵
隊
B
I
M研
Z
附
土
木
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
ビ
ル
・
イ
ー
ス
ト

氏
は
、
こ
う
訴
え
る
。
「
そ
も

そ
も
ビ
ル
管
理
者
は
3
次
元
モ

デ
ル
に
興
味
が
な
く
、
建
物
の

壊
れ
た
部
分
を

で
き
る
だ
け
早

附
服
く
修
理
す
る
こ

な
く
と
に
関
心
が
あ

劉
劇
る
。
彼
ら
の
求

瀧
ぬ
め
る
情
報
は
、

計
九
す
べ
て
り
ス
ト

耕
一
一
の
中
か
ら
得
ら

附
到
れ
る
も
の
ば
か

U
ト
り
。

C
O
B
-
-

e
は
F
M
(
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
)
の
回
線
か
ら
、

B
I
M
の
デ
ー
タ
活
用
を
考
え

る
ツ
l
ル
と
受
け
止
め
て
も
ら

い
た
い
」
影
山
輝
彰
日
本
建
設
情
報
総

合
セ
ン
タ
ー
建
設
情
報
研
究
所

研
究
開
発
部
主
任
研
究
員
は
、

明
確
な
目
的
を
持
っ
て
調
査
団

に
参
加
し
た
。
「
3
次
元
モ
デ

ル
デ
l
タ
は
各
フ
ェ
ー
ズ
で
ど

う
構
築
さ
れ
、
ど
う
使
わ
れ
て

調
査
団
に
C
O
B
l
eを
説
明
す
る

イ
ー
ス
ト
氏
(
右
)

っ
た
属
性
情
報
の
多
く
は
、
維

持
管
理
の
有
益
な
情
報
と
し
て

使
え
る
。
大
切
な
の
は
情
報
の

中
身
を
一
つ
ひ
と
つ
見
極
め
、

朋
確
に
整
理
す
る
こ
と
だ
」
と

強
調
す
る
。

そ
も
そ
も
壁
は
普
通
に
日
常

生
活
を
送
っ
て
い
れ
ば
壊
れ
な

い
が
、
天
井
換
気
ダ
ク
ト
の
よ

う
に
設
備
類
は
不
具
合
が
生
じ

る。

C
O
B
-
-
e
の
対
象
に
す

米
陸
軍
は
C
O
B
-
-
e義
務
化

い
る
か
」
。
国
土
交
通
省
の
C

I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

.
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ

デ
リ
ン
グ
)
試
行
に
合
わ
せ
て

設
立
さ
れ
た
C
I
M技
術
検
討

会
で
も
、
属
性
情
報
の
検
討
は

重
点
テ
!
マ
の
1
つ
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。

米
国
陸
軍
工
兵
隊
は
2
0
1

4
年
日
月
か
ら
、
施
工
者
に
工

事
の
成
果
を
C
O
B
-
-
e形
式

で
提
出
す
る
よ
う
義
務
化
す

る
。
こ
れ
は
、
維
持
管
理
の
B

I
Mを
前
提
に
し
た
試
み
に
他

な
ら
な
い
。
イ
ー
ス
ト
氏
は

「
実
は
設
計
・
施
工
段
階
に
使

る
か
否
か
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
必
要
性
な
ど
が
判
断
基
準
に

な
る
。
つ
ま
り
維
持
管
理
業
務

を
前
提
に
、
属
性
情
報
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
。「
こ
の
よ
う
に
C
O
B
-
-
e

の
進
め
方
は
分
か
り
ゃ
す
く
現

実
的
で
あ
る
。
故
に
属
性
情
報

の
分
類
の
仕
方
、
そ
の
ル
i
ル

を
明
確
化
す
る
こ
と
が
問
わ
れ

る
」
(
イ
ー
ス
ト
氏
)
。
例
え
ば

属
性
の
意
味
付
け
と
し
て
、
あ

る
設
計
者
は
H

窓
d

と
入
力
し
、

別
の
設
計
者
は
グ
外
部
建
具
μ

と
表
現
す
る
。
こ
れ
で
は
デ
!
↑

タ
の
受
け
渡
し
時
に
、
共
通
一
吉
一

語
と
し
て
認
識
さ
れ
な
い
。
一

設
計
か
ら
施
工
、
そ
し
て
維

持
管
理
ヘ
。

c
I
Mは
、
デ
ー

タ
が
引
き
継
が
れ
て
初
め
て
効

果
を
発
揮
す
る
。

C
O
B
-
-
e

の
概
念
に
触
れ
た
影
山
氏
は

「
突
き
詰
め
て
考
え
る
と
、
最

終
的
に
目
的
を
ど
こ
に
置
く
か

に
よ
っ
て
、
属
性
の
中
身
も
大

き
く
変
わ
る
」
こ
と
を
実
感
し

た
。
こ
れ
は
、
調
査
回
全
員
が

感
じ
た
C
I
M導
入
の
根
本
的

な
問
い
で
も
あ
っ
た
。
一

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2 朝日
5.岐阜
8.静岡
11建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
⑬建設通信
16.建設工業
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